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特 集

Participacion（スペイン語）から引用された、
とちぎ男女共同参画センターの愛称です。

パルティとは？

パ
ル
テ
ィ
20
年
の
あ
ゆ
み

　
　

 

〜
ひ
と
り
ひ
と
り
が

　し
あ
わ
せ
な
未
来
へ
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パ
ル
テ
ィ
20
年
の
あ
ゆ
み

～
ひ
と
り
ひ
と
り
が
　
し
あ
わ
せ
な
未
来
へ

　
平
成
８
年
に
開
館
し
た
パ
ル
テ
ィ
は
、
今
年
で
20
周
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

20
年
の
あ
ゆ
み
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
し
あ
わ
せ
な
未
来
に
向
か
っ
て
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年

県
・
パ
ル
テ
ィ

国
・
世
界

ト
ピ
ッ
ク
ス
：
情
報
誌
記
事
や
講
座

テ
ー
マ
等
か
ら
抜
粋

平
成
７

(1995)

財
団
法
人
と
ち
ぎ
女
性
セ
ン
タ
ー
設
立

第
４
回
世
界
女
性
会
議
（
北
京
）

家
庭
科
男
女
共
修
（
Ｈ
６
～
高
校
で

始
ま
る
）

平
成
８

(1996)

と
ち
ぎ
新
時
代
女
性
プ
ラ
ン
三
期
計
画(

Ｈ
８

～
12
）

と
ち
ぎ
女
性
セ
ン
タ
ー
（
パ
ル
テ
ィ
）
開
館

母
体
保
護
法
施
行

男
女
共
同
参
画
２
０
０
０
年
プ
ラ
ン

女
性
学
、
男
性
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

イ
ヤ
ス
、
１
０
３
万
円
の
壁
、
男
女

混
合
名
簿

平
成
９

(1997)

ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー

平
成
10

(1998)

ジ
ミ
婚
・
ハ
デ
婚
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
介
護

保
険
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
38
位

平
成
11

(1999)

栃
木
県
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
設
置

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
施
行

ジ
ェ
ン
ダ
ー
川
柳
、
母
子
密
着
、
男

ら
し
さ
の
鎧
を
脱
ぐ
、
法
女
性
学
、

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

平
成
12

(2000)

開
館
５
周
年

介
護
保
険
法
施
行

国
連
特
別
総
会「
女
性
２
０
０
０
年
会
議
」

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
施
行

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
、
女
性
農
村

レ
ス
ト
ラ
ン
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ

平
成
13

(2001)

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン(

Ｈ
13
～
17)

と
ち
ぎ
女
性
政
策
塾
開
講

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

Ｄ
Ｖ
～
な
ぜ
逃
げ
ら
れ
な
い
の
？
、

熟
年
離
婚
、
夫
婦
別
姓
、
男
性
の

育
児
・
介
護
、
初
女
性
起
業
セ
ミ

ナ
ー
、
男
性
相
談
ス
タ
ー
ト

平
成
14

(2002)

非
婚
、
女
性
医
療
、
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ

ミ
リ
ー

平
成
15

(2003)

栃
木
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
施
行

栃
木
県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
設
置

パ
ル
テ
ィ
内
に
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
設

置

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行

ス
ト
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｖ
二
次
被
害
、
均

等
待
遇
、
増
え
る
非
正
規
雇
用
、
性

同
一
性
障
害
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ

平
成
16

(2004)

「
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」
へ
名

称
変
更
（
財
団
名
を
「
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
財
団
」
に
変
更
）

パ
ル
テ
ィ
内
に
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
男
性

に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
、
不

妊
・
不
育
症
、
女
性
専
門
外
来
、
家

族
経
営
協
定

平
成
17

(2005)

開
館
10
周
年

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
に
関
す
る
基
本
計
画(

Ｈ
17
～
20)

国
連
「
北
京
＋
10
」
世
界
閣
僚
級
会
合

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
２
次
）

女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ラ
ン
策
定

父
子
手
帳

あ
ゆ
み
（
開
館
〜
10
年
目
）

講　
座

啓
発
、人
材
育
成
、再
チ
ャ
レ
ン
ジ
、女
性
活
躍
、Ｄ
Ｖ
防
止
等
講
座
を
開
催
！

リーフレット「20年のあゆみ」配布中
（ホームページでご覧いただけます）

政策決定方針過程への参画を目指して

子育て中もエンパワーメント

男性の家庭・地域参画講座も

女性大学/男性学講座 開講

座学から、参加型へ

▲講義形式から、ワークショップ形式が増える。

女性の活動拠点オープン

▲オープニングイベント。女性たちでテープカット。　
（H8.4）

▲女性政策塾・模擬審議会の様子。
　 H13～26塾修了者284名、審議会委員等で活躍中。

▲こどもの部屋に預けてママは「育自時間」、再
就職講座等に参加。

▲H12～男の生活工房（料理教室）はじまる。

▲H8「女性大学」「男性学講座」開講。（H11か
ら、講座名を「男女共同参画セミナー」に変更）

（開館10周年落合恵子さん講演）

（上野千鶴子さん講演）
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み

年

県
・
パ
ル
テ
ィ

国
・
世
界

ト
ピ
ッ
ク
ス
：
情
報
誌
記
事
や
講
座

テ
ー
マ
等
か
ら
抜
粋

平
成
18

(2006)
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
二
期
計
画(

Ｈ

18
～
22
）

指
定
管
理
者
（(

財)

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画

財
団
）
に
よ
る
施
設
管
理
開
始

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
・
再
就
職

相
談
ス
タ
ー
ト
、
父
親
の
子
育
て
応

援
講
座
・
男
の
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講

座
ス
タ
ー
ト

平
成
19

(2007)

仕
事
と
生
活
の
調
和(

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス)

憲
章
、
推
進
の
た
め
の
行
動

指
針

２
０
０
７
年
問
題
（
団
塊
世
代
の
退

職
）
、
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ

平
成
20

(2008)

女
性
の
参
画
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

平
成
21

(2009)

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
に
関
す
る
基
本
計
画
改
定(
Ｈ
21
～
23)

国
連
「
北
京+

15
」
世
界
閣
僚
会
合

イ
ク
メ
ン
、
お
ひ
と
り
さ
ま
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
男
女
共
同
参
画

平
成
22

(2010)

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
３
次
）

女
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
、

婚
活

平
成
23

(2011)

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
三
期
計
画(
Ｈ

23
～
27
）

県
出
先
機
関
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
開
所

東
日
本
大
震
災

避
難
所
・
仮
設
住
宅
で
の
配
慮
、
被

災
者
支
援
、
産
後
う
つ
・
産
後
ケ

ア
、
プ
チ
起
業

平
成
24

(2012)

財
団
名
を
「
公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
男
女
共

同
参
画
財
団
」
に
変
更

「
女
性
の
活
躍
促
進
に
よ
る
経
済
活
性

化
」
行
動
計
画
策
定

社
会
起
業
家
、
少
子
高
齢
化
時
代
の

子
育
て
・
働
き
方
革
命
、
大
介
護
時

代
に
備
え
る

平
成
25

(2013)

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
発
行

「
日
本
再
興
戦
略
」
に
「
女
性
の
活
躍
推

進
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復

興
の
取
組
指
針

多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
、
貧

困
、
格
差
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
）
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
１
０
５
位

平
成
26

(2014)

働
く
ウ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

女
性
活
躍
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
、
イ

ク
ボ
ス
、
終
活
、
子
連
れ
出
勤

平
成
27

(2015)

開
館
20
周
年

国
連
「
北
京
＋
20
」
（
第
59
回
国
連
婦
人

の
地
位
委
員
会
）

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
４
次
）

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

平
成
28

(2016)

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
Ⅳ
期
計
画(

Ｈ

28
～
32)

（
予
定
）

女
性
活
躍
推
進
法
施
行

（
予
定
）

あ
ゆ
み
（
開
館
11
〜
20
年
目
）

情
報
誌
パ
ル
テ
ィ

（
旧「
と
ち
ぎ
の
女
性
」）

72号（H8.7）～140号(H27.8)まで、
通算69回発行※71号までは県婦人青少年課が発行

136号（H25.8）
誌面リニューアル

88号（H12.7）
誌名を変更

76号（H9.7）
「アンペイドワーク」 73号（H8.9）「ジェンダー」

120号（H20.7）
「デートDV」121号（H20.9）

「ワークライフバランス」

72号（H8.7）
パルティ発創刊号

情報
ライブラリー
蔵書数21,746点
（H27年3月末）

フェスタ
団体活動の発表と
交流の場！

19年間の
累計利用者

約138万人
（H27年3月末現在）

女性活躍推進の風、経済界との連携

▲トップセミナー。経営者対象に「女性活躍推進
を」（H26～）

▲女子高生のキャリア講座。未来のリーダーを育
成。（H26～）

出
張
セ
ミ
ナ
ー

自
治
会
、
地
域
、
学
校
、
企
業
へ

若者に「男女共同参画視点で
キャリア形成を」

▲「キャリアノート」を使って、中学校～大学の授業
で。「仕事も家庭も共に協力し合おう」（H20～）

東日本大震災を経て、
防災ハンドブック発行

▲「防災ハンドブック」を使って自治会等でセミ
ナー。「住民みんなで防災を」（H25～）

女性の再チャレンジ（再就職）応援

男のライフバランス、父親の子育て応援

▲パパの子育て応援講座（H18～）絵本よみきか
せを学ぶ。

▲再就職支援セミナーで面接の練習（H17～）

時代を映す、
特集テーマ（抜粋）
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パ
ル
テ
ィ
20
年
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あ
ゆ
み

年度 タイトル
H8 パルティ発とちぎのグループ名簿
H9 女性とメディア
H10 ‘99パルティダイアリー「ぱあぱす」
H11 2000パルティダイアリー「ぱあぱす」
H12 (財)とちぎ女性センターの役割に関する調査
H13 参画していますか？あなたの自治会
H13 我が家の常識世間の非常識？
H14 夫・パートナーからの暴力に関する二次被害
H15 団体・グループ・ＮＰＯ名簿
H16 少子化時代の男女共同参画
H17 パルティ10年のあゆみ
H18･19 とちぎ男女共同参画データブック2007
H20･21 講座企画・運営とワークショッププログラム
H20･21 デートＤＶ未然防止啓発プログラム
H22･23 男女共同参画＆キャリアを考える学習ノート
H24 防災ハンドブック
H25 デートＤＶ未然防止啓発プログラム（改訂）
H26 防災ワークショッププログラム

調査研究
調査、データ分析、プログラム開発など

相談内容の割合の推移

0%            20%          40%           60%          80%         100%

H26年度
（19年目）
2.684件

H17年度
（10年目）
2,520件

H８年度
（1年目）
175件 ※2

夫婦・家族

夫婦 こころ・
からだ家族 その他

家族

人間
関係

生活
一般

人間
関係

人間
関係夫婦

※１
こころ・
からだ・
その他

その他（生き方含む）
※3

※１：H8年度は「夫婦」「家族」は同じ分類で計上。
※２：H8年度は「こころ・からだ」「その他」は同じ分類で計上。
※３：H26年度は「生き方」の分類なし。「その他」に含まれる。

総数のうち、
暴力に関する
相談の割合
H  8：  ４％
H17：25％
H26：28％

夫婦 家族 人間関係 労働
生活一般 生き方 こころ・からだ その他

労
働

労
働

生
き
方

生
き
方

生
活
一
般

H8〜26相談件数　累計　約65,000件
　H8～22：財団「パルティ相談室」
　H23～：県センター「相談ルーム」
女性のための
●一般相談（生き方、夫婦・家族、子育て・介護、セクハラ・ストー
カー等）
●配偶者暴力相談　●法律相談　●DV法律相談
●健康相談　　　　●不妊相談
●就職相談

男性のための相談

パルティから生まれたグループ（抜粋）
講座等からたくさんのグループが結成され、

活動しています！

交　流
交流サロン、印刷編集室、パフォーマンススタジ
オ、ライフアトリエ等で団体活動を支援！

パルティショップ 団体の活動を応援、交流サロン

和の会の寸劇（フェスタ） いろりの会、男の料理

発足年 グループ名

H8 パルティショップ部会、グループあまりりす、
かんな会

H9 初茜、グループしらさぎ
H10 ストロベリー、パンドラ、ゆう企画
H11 ぐる～ぷ・もみの木
H12 ウィ・ネットとちぎ、キャンパス、本の森
H14 ラ・ポリティクスとちぎ
H15 PGN(パルティグループネットワーク)ひまわり
H17 あしたばの会、男の生き方を語り合う会
H19 パレット

H21 ぐる～ぷ・いろりの会、和の会、夢咲く会、
プリエクラブ

H24 となりのグランマ
H25 よしこSUNカラダほぐし

編集後記　20年をふりかえって
●開館当初の「女性問題の解決」から、「男女共同参画」、男性も含めた「ワーク・ライフ・バランス」へと、時代の変遷と共に
推進する分野も拡がってきました。少子高齢化が進展、重要な労働力としても「女性活躍」が推進されています。一方で、非正
規雇用の増加等で貧困や格差が拡大、様々な生きづらさを抱える方への多様な事業展開が今後も必要です。
●男性対象講座は、当初の｢男性学｣から、「子育て応援」「ライフバランス」講座へと変遷。「イクメン」等の言葉が普及し、男
性の家庭や地域への参画が少しずつ進み、部下のワーク・ライフ・バランスを促す「イクボス」が注目されています。
●パルティ講座への参加者を待つだけでなく、地域や学校、企業に出向いて「出張セミナー」を行ってきました。テーマも防災や
キャリア教育なども加わり、多様な対象者に発信しています。
●相談件数や、暴力に関する相談の割合が増加しました。「DV」の認知度が上がり、DVに関する相談が顕在化してきました。
（等々、詳細は年度末発行予定の「20周年記念誌」で詳しくふりかえります）
　それでも、日本のジェンダー平等指数は世界で104位。まだまだ取り組むべき課題が山積みです。今後も皆さまのご支援をお願
いします！

（　　　　　　　）

相　談（配偶者暴力相談支援センター）
様々な悩みによりそってきました
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講座・イベントれぽ～と ３月～7月に行われた
講座やイベントの報告

　

記
念
式
典
に
は
、
パ
ル

テ
ィ
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

た
ち
が
大
勢
集
い
、
20
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。
福
田
知
事

は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

歴
史
を
、
女
性
た
ち
の
証
言

で
綴
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
。
こ
う
し
た
女
性

た
ち
が
強
い
意
思
を
持
っ
て

目
の
前
の
壁
と
闘
い
な
が
ら

力
強
く
活
動
さ
れ
て
き
た
結

果
、
現
在
の
女
性
の
地
位
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
勇
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　
社
会
学
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
上
野

千
鶴
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
上
野
さ
ん
に
は
パ
ル

テ
ィ
開
館
５
周
年
の
時
に
も

講
演
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
「
開
館
20
周
年
の
節
目

に
呼
ん
で
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
い
」
と
挨
拶
し
て
、

講
演
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
ま
ず
、
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く

問
題
と
し
て
、
昨
年
の
男
女
格
差
を
図
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
）
が
世
界
１
４
２

か
国
中
１
０
４
位
と
低
い
こ
と
、
加
え
て
女
性
間
に

も
格
差
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し

た
。

　

特
に
、
非
正
規
雇
用
者
の
６
割
、
派
遣
社
員
の
７

割
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
デ
ー
タ
で
示
し
、
女
性
の

労
働
や
雇
用
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
と

と
も
に
、
非
正
規
雇
用
の
女
性
よ
り
も
、
正
規
雇
用

の
女
性
の
方
が
出
生
率
が
高
い
と
い
う
調
査
結
果
を

挙
げ
て
、
女
性
に
正
規
雇
用
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
に
非
正
規
雇
用
が
多
い
現
状
の
中
、

究
極
の
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
シ
ン
グ
ル
・
イ

ン
カ
ム
に
頼
ら
ず
、
ダ
ブ
ル
・
イ
ン
カ
ム(

共
働
き

な
ど
二
つ
の
収
入
源)

、
マ
ル
チ
・
イ
ン
カ
ム(

複
数

の
収
入
源)

等
の
持
ち
よ
り
家
計
で
、
家
族
が
助
け

合
っ
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
午
前
の
部
で
上
映
し
た
映
画
を
、

様
々
な
世
代
、
特
に
若
い
世
代
に
見
て
ほ
し
い
と

述
べ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
若
い
世
代

に
啓
発
す
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
４
５
０
名
が
参
加
し
、
会
場
は
満

員
。
上
野
さ
ん
が
時
折
交
え
る
ユ
ー
モ
ア
あ
る
お

話
に
笑
い
が
起
き
る
場
面
も
多
々
あ
り
、
大
変
盛

況
で
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
は
ま
だ
ま
だ
課

題
が
多
い
」
、
「
若
い
世

代
に
ど
う
バ
ト
ン
を
渡
す

か
が
課
題
で
あ
る
」
、

「
自
分
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け

と
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

６月

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

　
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い

６
月
23
日
〜
29
日
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
栃
木
県
で
も
、
毎
年
「
男
女

共
同
参
画
社
会
を
考
え
る　
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
パ
ル
テ
ィ
開
館
20
周
年
を
記
念
し
、
午
前
は
映
画
上
映
、
午
後
は
記
念
式

典
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
式
典

映
画
「
何
を
怖
れ
る

　
　
　
　
　
　
〜
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
き
た
女
た
ち
〜
」

講
演
「
リ
ブ
か
ら
40
年
、
日
本
の
女
は
ど
こ
ま
で
変
わ
っ
た
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
上
野　
千
鶴
子
さ
ん
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3月
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
研
修
会

　
全
体
テ
ー
マ
を
「
地
域
を
元
気
に
！
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
」
と
し
て
、
２
月
25
日
に
は
足
利
市
で
、

３
月
３
日
に
は
大
田
原
市
で
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

と
ち
ぎ
次
世
代
人
材
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
５

〜
新
し
い
自
分
に
会
い
に
行
こ
う
〜

平
成
27
年
度
「
栃
木
県
次
世
代
人
材
づ
く
り

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
！

講
演
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
地
域
活
性
化
」

　
　
　
　
講
師　
国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室

客
員
研
究
員　

飯
島　
絵
理
さ
ん

　

「
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
と
、
ど
ん
な
い
い
こ
と
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？
」
こ
の
問
い

か
け
か
ら
は
じ
ま
っ
た
講
演
。

答
え
は
、
誰
も
が
「
出
番
」
と

「
居
場
所
」
の
あ
る
男
女
共
同

参
画
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、

地
域
が
元
気
に
な
る
秘
訣
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に

は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
気
づ

き
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
若
者
や
男
性
へ
の
啓
発
」、

「
自
治
会
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
」
な
ど
、
推
進
員
の
多
く

は
共
通
の
悩
み
を
持
っ
て
い
ま

す
。
悩
み
や
課
題
を
共
有
し
、

グ
ル
ー
プ
内
で
解
決
の
ヒ
ン
ト

を
話
し
合
い
、
会
場
全
体
で
発

表
し
た
こ
と
で
、
参
加
者
は
多

く
の
学
び
と
共
感
を
得
ら
れ
た

様
子
で
し
た
。

　県では、地域において男女共同参画の推進に取り組
む「栃木県男女共同参画地域推進員」の活動を支援す
るため、「栃木県男女共同参画地域推進員活動事例
集」を作成しました。
　事例集では、推進員はもちろん、多くの皆さんの地
域活動のきっかけづくりや活動の幅を広げるためのヒ
ントとして役立てられるよう、県内の活動事例を紹介
しています。この事例集は、県のホームページからダ
ウンロードできますので、ぜひご覧ください。

栃木県男女共同参画地域推進員活動事例集が出来ました！

　　　　　　　　　　　　　　　　クリック！
　一緒に活動していただける推進員を随時募集し
ています！！
　詳しくは、県人権・青少年男女参画課まで
(TEL ０２８−６２３−３０７４)

栃木県　男女共同　事例集 検 索

　
人
間
性
豊
か
で
地
域
に
貢
献
す

る
若
者
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
的
と
し
て
、
県
と
市
町
が
共

同
で
実
施
し
て
い
る
「
と
ち
ぎ
次

世
代
人
材
づ
く
り
２
０
１
５
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
県

内
各
地
か
ら
若
者
９
名
、
女
性
15

名
の
計
24
名
が
参
加
。

　

第
１
回
の
７
月
12
日（
日
）に

は
、
開
講
式
の
後
、（
有
）フ
ェ
ー

ド
イ
ン
代
表
の
工
藤
敬
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
研
修
を
行
い
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
意
見
の
伝

え
方
や
相
手
の
意
見
の
聞
き
方
を
実
践
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

こ
の
日
が
初
対
面
の
研
修
生
た
ち

で
し
た
が
、
交
流
す
る
に
つ
れ
、

し
だ
い
に
会
話
が
弾
む
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
２
月
の
発
表
会
ま
で
の
延

べ
11
日
間
の
研
修
で
は
、
県
内
や

県
外
で
活
動
し
て
い
る
方
と
の
交

流
や
、
日
本
女
性
会
議
２
０
１
５

倉
敷
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。
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I'm社会をカエルちゃん

5〜7月

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

　
＂メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
＂を
テ
ー
マ

に
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ

る
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
作
り
手
の

意
図
を
知
り
、
信
憑
性
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
で
、
情
報
に
左
右
さ
れ
な
い
力

を
身
に
付
け
ま
し
た
。

　

「
メ
デ
ィ
ア
は
構
成
（
選
択
・
編

集
）
さ
れ
て
い
る
」
「
（
構
成
さ
れ

た
）
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

「
現
実
」
が
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
を
、
常
に
意
識
し
て
ほ
し
い
と

話
す
諸
橋
さ
ん
。
実
際
に
放
映
さ
れ
た

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
Ｃ
Ｍ
を
視
聴
し
な
が

ら
、
各
自
で
映
像
分
析
を
行
っ
た
後
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。
映
像
を
分
析
す
る
こ
と
で

色
々
な
読
み
解
き
方
が
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
疑
う
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
ヒ

ン
ト
に
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
る
大
切
さ

も
学
び
ま
し
た
。　

受
講
者
か
ら
は
、

「
テ
レ
ビ
の
見
方
、
メ

デ
ィ
ア
へ
の
考
え
方
が

変
わ
っ
た
」
「
色
々
な

角
度
で
見
る
と
、
深
い

興
味
が
湧
い
て
き
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　
＂セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
＂を

テ
ー
マ
に
、
「
女
性
や
男
性
と
い
う
性
の

ラ
ベ
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
個
人
を
尊
重

し
合
え
る
、
誰
も
が
生
き
易
い
豊
か
な
社

会
や
生
き
方
と
は
何
か
」
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

　
初
歩
的
な
用
語
説
明
の
後
、
先
生
ご
自

身
の
「
ゲ
イ
で
あ
る
こ
と
の
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
」
の
体
験
談
を
通
し
て
、
「
性
は
100

人
い
た
ら
100
通
り
で
す
。
性
別
は
た
っ
た

２
つ
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
で
豊
か
。
性

も
含
め
て
、
も
っ

と
自
分
の
存
在
を

確
か
め
な
が
ら
、

豊
か
に
生
き
て
み

た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
」
と
の
提

案
が
あ
り
ま
し

た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、
「
普
段
の
何
気
な
い

一
言
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
を
苦
し
め

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
性
の
思
い

こ
み
（
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
）
や
概
念

に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
き

ま
し
た
」
「
た
く
さ
ん
の
共
感
と
生
き
て

い
く
勇
気
を
も
ら
え
ま
し
た
」
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

貧
　
困

　
＂貧
困
＂
を
テ
ー
マ
に
、
誰
も
が
無
縁
で

は
い
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
貧
困
の
現

状
と
、
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
「
も
や

い
」
の
取
り
組
み
か
ら
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
、
受
講
者
全
員
で
考
え

ま
し
た
。

　

前
半
の
講
義
で
は
、
日
本
は
経
済
大
国

で
あ
り
な
が
ら
貧
困
率
が
高
い
こ
と
を
挙

げ
、
６
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
現

状
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実
態
の
把

握
し
づ
ら
い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
難
民
な
ど
、
多
様
化
す
る
生
活
困

窮
者
に
つ
い
て
解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
『
ホ
ー
ム
レ
ス
の
排
除
』
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
＂排

除
は
よ
く
な
い
側
＂、
＂排
除
は
仕
方
な
い

側
＂と
、
あ
え
て
場
面
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
指
定
し
て
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
権
利

と
恩
恵
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
「
貧
困
に
つ
い
て
新

た
な
視
点
を
得
ら
れ
た
」
「
多
く
の
デ
ー

タ
か
ら
考
え
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
」
「
私
た

ち
が
出
来
る
こ

と
に
取
り
組
み

た
い
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

男女共同参画セミナー　県民講座（全3回）

第１回「誰もが知っておきたい情報読み解き術　〜見方が変われば世界が変わる！〜」
講師：フェリス女学院大学文学部コミュニケーション学科教授　諸橋　泰樹　さん

第2回「性のあり方は生のあり方　〜グラデーションの性と多様な生き方〜」
講師：立教大学非常勤講師、日本キリスト教団三

さん
・一

いつ
教会牧師　平良　愛香　さん

第３回「見え隠れする貧困に向き合う　〜私たちのこれからを考える〜」
講師：認定NPO法人自立生活サポートセンター・もやい理事長　大西　連　さん
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6月〜

〝
女
性
の
力
〟
を
企
業
に
活
か
し
、

と
ち
ぎ
を
さ
ら
に
元
気
に
！！

T
O
C
H
I
G
I
で
輝
く
☆

「
働
く
ウ
ー
マ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ネットワーク
形成・
人材育成

普及啓発

起業支援

周知による
活動促進

若年層への
キャリア教育

②トップ
セミナー

で輝く
☆「働くウーマン｣
プロジェクト

⑤女性活躍
ネットワーク
事業

①公開講座

8月

7月

③キャリア・
マネジメント
講座

7～10月

⑨プチ起業
支援事業

6～7月

⑧女子学生
のための
キャリア講座

7月

⑦女性活躍推
進企業紹介

（フェスタ
パルティ）

11月

⑥女性の活躍
をすすめる
アドバイザー
養成講座

9月

④キャリア・マネ
ジメント講座
フォローアップ
研修

11月

　

県
で
は
、
昨
年
度
「T

O
C

H
IG

I

で
輝
く
☆

『
働
く
ウ
ー
マ
ン
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
経
済
団
体
／
金
融
機
関
／
大
学
等
と
連

携
し
、
企
業
経
営
者
の
方
々
に
女
性
の
活
躍
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
た
、
企
業
等
で
働
く
女
性
自
身
に
キ
ャ

リ
ア
形
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
を
意
欲

的
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
種
講
座
等
を

開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
検

証
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
さ
ら
に
女
性
の
活
躍

促
進
を
図
る
た
め
３
つ
の
新
規
事
業
を
加
え
ま

し
た
。

　

一
つ
目
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講
座 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
講
座
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
は
昨
年
初
め

て
取
り
組
ん
だ
事
業
で
し
た
が
、
受
講
者
だ
け

で
な
く
推
薦
企
業
等
か
ら
も
非
常
に
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
前
年
度
の
キ
ャ
リ

ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
受
講
修
了
者
を
対
象

に
実
施
し
ま
す
。
振
り
返
り
や
修
了
者
同
士
の

情
報
交
換
を
行
い
、
受
講
者
自
身
が
『
活
躍
す

る
女
性
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
』
に
な
る
よ
う
展
開

し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
孤
立
し
が
ち
な
女
性
従
業
員
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
重
要
と
の
観
点
か
ら

取
り
組
む
「
女
性
活
躍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

で
す
。
経
済
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
業
種

や
年
齢
、
経
験
年
数
や
職
位
の
異
な
る
働
く
女

性
が
交
流
を
図
り
、
情
報
交
換
を
す
る
場
を
設

け
、
女
性
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を

図
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
随
時
H
P
な

ど
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
女
性
、
特
に

専
業
主
婦
が
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て

多
様
な
働
き
方
の
で
き
る
起
業
を
支
援
す
る

「
プ
チ
起
業
支
援
事
業
」
で
す
。
詳
し
く
は
、

左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

▲キャリア・マネジメント講座第１回（県央）の様子
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6〜7月

7月

▲グループ発表の様子
「パパさんHEROプロジェクト」ですべてのお父さんが
仕事だけではなく、家庭でもHEROに！

始
め
て
良
か
っ
た
！
と
言
え
る
自
分
を
目
指
す
４
日
間

　
プ
チ
起
業
支
援
講
座（
全
４
回
）

▲講座③：先輩の女性起業家11人と交流を深
めました！

▲バスツアー：キラキラ輝く先輩起業家の職場
訪問

▲講座①：自分の強みって何！？

　
日
常
生
活
で
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
起
業
に
興
味
の
あ

る
女
性
を
対
象
に
開
業
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
座
①
：
開
講
式
の
後
、
起
業
へ
の
思
い
を
カ
タ
チ
に
す

る
た
め
の
「
自
分
探
し
」
と
女
性
起
業
家
と
し
て
成
功
す
る

た
め
の
「
自
分
磨
き
」
に
つ
い
て
学
び
、
参
加
者
た
ち
は
、

起
業
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　
講
座
②
：
「
事
業
計
画
書
を
作
る
前
に
人
生
計
画
書
を
作

ろ
う
」
で
、
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
た
め
に
途
中
で
達
成
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
考
え
、
「
起
業
体
験
談
と
広
告
費
ゼ
ロ
で
口
コ
ミ
が
止

ま
ら
な
い
宣
伝
術
」
で
、
起
業
の
た
め
に
準
備
す
る
こ
と
と

新
規
顧
客
の
獲
得
方
法
な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
先
輩
起
業
家
職
場
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
：
３
名
の
女
性
起
業

家
の
職
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
先
輩
の
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
、
現
場
を
体
感
し
た
こ
と
で
、
止
ま
ら
な
い
ほ
ど

質
問
が
出
る
な
ど
、
多
く
の
学
び
を
得
た
様
子
で
し
た
。

　
講
座
③
：
「
幸
せ
な
女
性
起
業
家
に
な
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

集
」
で
、
起
業
に
向
け
て
誰
も
が
疑
問
に
思
う
モ
ヤ
モ
ヤ
を

解
消
し
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
先
輩
起
業
家
11

人
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を
作
り
、
参
加
者
が
自
由
に
ブ
ー
ス

を
移
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
全
４
回
の
講
座
を
通
し
て
、
参
加
者
た
ち
の
イ
キ
イ
キ
し

た
表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
！

新しい時代を生きる！
女子学生のためのキャリア講座

▲岡崎エミさん

▲角めぐみさん

講師：東北芸術工科大学コミュニティデザイン学科准教授
岡崎　エミさん

　　　NPO法人ハナラボ　代表理事

角　めぐみさん　　　

　

今
年
は
対
象
を
大
学
生
ま
で
拡
大
し
て
パ
ル

テ
ィ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

●
レ
ク
チ
ャ
ー
：
「
自
分
の
未
来
は
自
分
で
つ

く
る
」

　

働
く
女
性
の
約
６
割
が
一
人
目
の
出
産
で
退

職
し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
は
労
働
力
人
口
が

３
５
０
０
万
人
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
日

本
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
に
小
学
校
に
入
学
し
た

子
た
ち
が
大
学
を
卒
業
す
る
時
に
は
、
65
％
が
今

は
存
在
し
な
い
職
業
に
就
く
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
仕

事
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

女
性
が
得
意
と
す
る
「
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す

力
（
思
わ
ず
共
感
し
て
し
ま
う
力
、
自
由
に
発
想

を
広
げ
る
力
、
す
ぐ
に
変
化
で
き
る
柔
軟
性
）
」

は
大
き
な
強
み
で
す
。
女
性
も
ず
っ
と
働
く
こ
と

が
当
然
と
い
う
時
代
に
な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
で
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
「
社
会
課
題
を
解
決
す

る
ア
イ
デ
ア
を
創
造
し
よ
う
」

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
磨
く
ス
キ
ル
は

「
課
題
発
見
能
力(

想
像
力
）
」
と
「
課
題
解
決

能
力(

創
造
力)

」
。
「
な
ぜ
男
性
の
家
事
・
育

児
の
参
画
は
難
し
い
の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
ふ
せ
ん
に
課
題
を
書
き
出

し
、
そ
の
原
因
を
追
究
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ど

う
す
れ
ば
課
題
解
決
が
で
き
る
か
を
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｐ

（
コ
ン
セ
プ
ト
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ツ
ー
ル
・
プ

ロ
セ
ス
）
を
明
確
に
し
て
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
ま
し
た
。
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女性のための
こころのケア講座（全12回）

講師：認定NPO法人ウイメンズハウスとちぎ
カウンセラー　藤平　裕子さん

ポジティブ・ディシプリン講座
〜がんばりすぎない前向きな子育て〜
　　　講師：ママリングス代表　

看護師　落合　香代子さん
　
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
経
験
に
よ
る
、
こ
こ
ろ

の
傷
つ
き
に
つ
い
て
考
え
学
ぶ
新
規

講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
12
回
に
わ
た

り
、
暴
力
の
形
態
、
ト
ラ
ウ
マ
の
対
処

法
、
自
尊
心
な
ど
の
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
ま
す
。

　
講
師
の
誘
導
で
、
書
き
込
み
式
の
プ

リ
ン
ト
の
質
問
に
答
え
て
い
き
、
自
分

の
こ
こ
ろ
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。
毎

回
、
講
座
の
終
わ
り
に
は
、
カ
ー
ド
作

成
等
の
簡
単
な
ア
ー
ト
に
取
り
組
み
、

こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
ま
す
。

　

自
分
の
力
を
再
確
認
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
、
新
し
い
自
分
の
姿
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
毎
日
の
小
さ
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
頑
張
り
す
ぎ
て
し
ま
う
か
ら
こ

そ
感
じ
る
、
子
育
て
の
不
安
や
イ
ラ
イ

ラ
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

は
、
子
育
て
の
長
期
的
な
目
標
「
二
十

歳
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
大
人
に
な
っ
て

欲
し
い
？
」
を
考
え
、
こ
う
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
う
成
長
へ
と
導
く
た
め
に
、

子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
ワ
ー
ク
を
通
し
、
ス
ト
レ

ス
が
生
ま
れ
る
理
由
や
自
分
な
り
の
対

処
方
法
の
見
つ
け
方
、
子
ど
も
の
発
達

や
自
主
性
に
合
わ
せ
た
支
え
や
導
き
に

つ
い
て
体
験
し
ま
し
た
。

5〜2月7月

自分で自分の体調を整える
からだ・こころ・
セルフケア

産後ママの心身を整える「マドレボニータの産後の
心と体のセルフケア」(６・９月実施)の講師　佐藤
直子さん（産後セルフケアインストラクター）に、
体幹を鍛え、老廃物やゆがみを取り、美姿勢を保つ
コツを教えていただきました。

▲講座の様子

OK！

➡
片足は膝を立て
る。もう片足は膝
をまっすぐ伸ばし
て垂直に上げる。

➡
脚のつけねから動
かすことを意識し
て、ゆっくりと足
先を外向き→内向
きに回転する。５
～６回繰り返す。

反対の足も同じよ
うに実施。

jumpjump

NG× NG×

⑴骨盤が床に対して垂直
　→正しい姿勢。肩が開き、
肩甲骨を引き寄せる。

※老廃物を排出。足長効果も期待できます。また、骨格調整をしてゆがみを取るという嬉しい効果まで。

膝は肩幅の 1.5 倍にして外股に開き、手を腰にあて、上下には
ずむ。この時、骨盤の角度が垂直になるように意識する。
※はずむことで「腹筋、背筋、体幹」を鍛えられます。
　（テレビを見ながらでもＯＫ）

⑵骨盤が後ろに傾く
　→猫背になりおなかの肉が
ぶよっと出る。腸を圧迫し
便秘になりやすい。

⑶骨盤が前に傾く
　→上半身の重さを腰で支える
ことになり、腰痛になりやすく、
おなかもぽっこりしやすい。

❶正しい骨盤の位置を意識！

❸寝る前に骨格調整！

❷正しい姿勢を意識してバランスボール
　で跳ねてみましょう！

※ポジティブ・ディシプリ
ンとは：直訳すると、「肯
定的なしつけ」のこと。叩
いたり怒鳴ったりしない、
非暴力に根差した子育ての
手法を、子ども支援の国際
NGOセーブ・ザ・チルド
レンとカナダの臨床心理学
博士デュラント教授が考案
しました。
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ち
い
き
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ　
ｕ
ｐ
！

　

４
月
24
日
、
済
生
会
高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内
と
ち
の
木
荘
地
域
交
流

ス
ペ
ー
ス
で
月
に
一
度
の
開
催
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「C

afé　

C
ache　

C
ache(

カ
フ
ェ
カ
シ
ュ
カ
シ
ュ)

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
カ
フ
ェ
カ
シ
ュ
カ
シ
ュ
」
は
、
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
人
も
そ
う
で
な

い
人
も
、
誰
も
が
気
楽
に
立
ち
寄
り
、
地
域
に
暮
ら
す
様
々
な
世
代
や
立
場

の
人
達
が
繋
が
り
を
持
て
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
で
す
。

　

主
催
者
の
柏
木
聖
子
さ
ん
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
伝
え
た

い
、
育
児
や
介
護
の
主
な
担
い
手
で
あ
る
女
性
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
を
少
し

で
も
緩
和
し
た
い
、
そ
し
て
地
域
で
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
の
繋
が
り
や
輪

を
大
切
に
し
た
『
窓
口
』
で
あ
り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
甘
利
知
美
さ
ん
の

M
ake　

U
p

講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
人
は
３
つ
の
顔
を
持
つ
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
自
分
の
知
っ
て
い
る
自
分
、
他
人
が
知
っ
て
い
る
自
分
、
そ
し
て
自

分
が
な
り
た
い
自
分
の
３
つ
で
す
。
「
誰
か
の
真
似
で
は
な
く
、
自
分
ら
し

さ
の
魅
力
を
引
き
出
す
こ
と
がM

ake　

U
p

だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
甘
利
さ
ん

に
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
き
く
う
な
ず
き
元
気
を
充
電
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
期
的
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
「
カ
フ
ェ
カ
シ
ュ
カ
シ
ュ
」

に
注
目
で
す
。

　

「
と
ち
エ
ー
ル
」
は
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談
、
あ
な
た
の
気
持
ち
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
女
性
相
談
員
が
あ
な
た
の
声
に
耳
を
傾
け
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
設
置
場
所

　
済
生
会
宇
都
宮
病
院
内
（
宇
都
宮
市
竹
林
町
９
１
１-

１
）

●
相
談
電
話
番
号

　
０
２
８-

６
７
８-

８ハ
ー
ト
に
お
う
え
ん

２
０
０

●
相
談
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
／
９
時
か
ら
17
時
30
分

　
土
曜
日
／
９
時
か
ら
12
時
30
分

　
　
※  

緊
急
医
療
受
付
の
み
22
時
ま
で

　
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

●
支
援
内
容

・  

医
療
的
支
援
・
・
産
婦
人
科
医
等
へ
の
連
絡
・
受
診

・  

捜
査
関
連
支
援
・
・
警
察
へ
の
申
告
等
（
本
人
の
意
向
を
尊
重
）

・  

心
理
的
支
援
・
・
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等

・   

法
的
支
援
・
・
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
等

・  

生
活
・
そ
の
他
の
支
援
・
・
付
添
な
ど
必
要
な
支
援
が
提
供
で
き
る
関

係
機
関
・
団
体
の
紹
介
、
連
絡
等

介護をする人や地域の人が出会ってつながる場所  〜Café Cache Cache〜

とちぎ性暴力被害者サポートセンター(愛称：とちエール)
平成27年7月1日から運営を開始！

カシュカシュの情報は柏木さんのブログで
http://bravocoach.exblog.jp/

▲MakeUp 講座の様子

甘利さん 柏木さん

切りとってお持ちください
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相
談
ル
ー
ム
か
ら

〜
相
談
ル
ー
ム
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
〜

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
パ
ル
テ
ィ

の
相
談
ル
ー
ム
は
、
な
ぜ
「
女
性
の
た
め
の

相
談
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
相
談

ル
ー
ム
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
「
女
性
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
外
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
で
起
き
て
い
る
女
性
一
人
ひ
と
り

の
問
題
は
社
会
全
体
の
問
題
」
と
言
わ
れ
て

い
る
と
お
り
、
相
談
を
言
語
化
し
て
い
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
こ
と
や
、
問
題
が
形
と

な
っ
て
現
れ
て
く
る
事
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
米
大
統
領
夫
人
が
語
ら
れ
て
い
る
女
子
教

育
の
危
機
の
話
、
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
で
起
き

て
い
る
10
歳
の
少
女
の
妊
娠
、
出
産
の
話
。

世
界
中
で
今
な
お
多
く
の
女
性
が
危
機
に
瀕

し
て
い
ま
す
が
、
当
相
談
ル
ー
ム
に
も
女
性

の
貧
困
、
教
育
、
健
康
、
安
全
な
生
活
等
、

様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
悩
み
や

不
安
を
抱
え
る
相
談
者
の
言
葉
か
ら
世
界
が

見
え
て
く
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状

況
で
す
。

　
相
談
ル
ー
ム
で
は
、
単
に
相
談
を
受
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
女
性
た
ち
の
複
雑
な
状
況

を
受
け
止
め
つ
つ
問
題
を
発
見
し
、
そ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
必
要
な
支

援
に
繋
い
で
行
く
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
で
自
信
と
力
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
、
そ
し
て
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
時
に
は
「
や

り
た
い
」｢

や
り
ま
す｣

と
手
を
挙
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
相
談
ル
ー
ム
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
契
機
と
し
て
、
自
分
の
力
で
チ
ャ

ン
ス
を
掴
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
結
婚
や
出
産
を
機
に
仕
事
を
辞
め
た
後
、

再
び
働
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
年

齢
を
重
ね
た
今
、
再
就
職
を
考
え
て
い
る
皆

さ
ん
。
パ
ル
テ
ィ
の
就
職
相
談
窓
口
で
は
、

仕
事
に
つ
い
て
の
お
悩
み
全
般
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の
か
お

悩
み
の
際
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
ご
自
身

で
行
う
＂適
職
診
断＂
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
を
理
解
し
た
上
で
、
納
得
で
き
る
職

業
選
択
の
一
助
と
し
て
お
す
す
め
で
す
。
自

分
が
仕
事
を
選
ぶ
時
ど
ん
な
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
の
か
、
自
分
の
能
力
・
興
味
・
価
値

観
が
ど
ん
な
も
の
か
が
診
断
で
き
ま
す
。

　
ま
た
就
職
を
円
滑
に
す
る
コ
ツ
も
あ
り
ま

す
。

　
応
募
書
類
の
「
履
歴
書
」
や
「
職
務
経
歴

書
」
は
、
企
業
の
採
用
担
当
者
に
直
接
自
己

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
重
要
な
書
類
で
す
。

仕
事
へ
の
熱
意
や
自
分
の
能
力
が
よ
り
伝
わ

る
志
望
動
機
の
表
現
等
を
、
相
談
の
中
で
一

緒
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
面
接
で
は
第
一
印
象
が
大
切
で
す
。
見
た

目
や
話
し
方
が
面
接
官
に
与
え
る
影
響
は

„　

93
％＂
と
大
き
く
、
最
初
の
５
分
間
で
合

否
の
見
当
は
つ
く
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

好
印
象
を
与
え
る
あ
い
さ
つ
、
表
情
の
作
り

方
、
面
接
時
に
想
定
さ
れ
る
質
疑
応
答
等
の

お
役
立
ち
情
報
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
パ
ル
テ
ィ
の
就
職
相
談
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
こ
の
就
職
相
談
は
、
雇
用
保
険
受
給

対
象
の
就
職
活
動
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
該
当

と
な
る
方
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を

持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

お
問
合
せ　
※
い
ず
れ
も
祝
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す

◆
電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
予
約
優
先
）

　
第
２
・
第
４
水
曜
日　
13
時
〜
16
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
７
２
４

◆
予
約
電
話

　
火
曜
日
〜
土
曜
日　
９
時
〜
17
時

　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
３
２
３

◆
女
性
の
た
め
の
一
般
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
女
性
の
た
め
の
配
偶
者
暴
力
相
談

　
　
電
話　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
20
時

　
　
　
　
　
土
曜
日
・
日
曜
日　
９
時
〜
16
時

　
　
面
接　
火
曜
日
〜
日
曜
日　
９
時
〜
16
時（
予
約
制
）

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談（
面
接
）

　
　
毎
月　
第
１
木
曜
日

　
　
16
時
30
分
〜
18
時
30
分（
予
約
制
）

　
　
電
話
０
２
８—

６
６
５—

８
７
２
０

◆
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
水
曜
日　
17
時
30
分
〜
19
時
30
分

　
　
☎
０
２
８—

６
６
５—

８
７
２
４

 

就
職
相
談
窓
口
で
す



13
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら

パルティの情報ライブラリーから

本 の 紹 介
パルティには約20,000冊の図書があり、
ホームページからも検索・予約できます。
ぜひご利用ください。　http://www.parti.jp/

何を怖れる
フェミニズムを生きた女たち

デートDV・ストーカー対策の
ネクストステージ
被害者支援/加害者対応のコツとポイント

貧困の中の子ども
希望って何ですか

たまごちゃん、たびにでる

松井 久子【編】

伊田 広行【著】

下野新聞子どもの希望取材班【著】

フランチェスカ パルディ【作】
おおにし よしみ【訳】

（岩波書店）

（解放出版社）

（ポプラ新書）

（イタリア会館出版部）

　1970年のウーマン・リブ誕生から40
数年。第一世代として、批判や攻撃をも
のともせず、最前線で活躍してきた12人
が、自らの人生とフェミニズムへの思い
を語った貴重な同時代史。編者が撮影し
た同名の映画に収めきれなかったインタ
ビューを全面的に活字化!

　DV/デートDVの予防教育・被害者支援
に携わってきた著者が、「一人が基本」
というシングル単位の恋愛観を基本に、
予防教育・被害者支援の考え方と具体的
なノウハウを提示し、加害者プログラムの重要性と方向性を提
起する。

　「希望とは何か」を問われた時、胸を
張って答えられる大人でありたい。子ども
の貧困を多角的な視点から見つめ、高く評
価された新聞連載を書籍化!貧困ジャーナリ
ズム大賞2014。第14回石橋湛山記念早稲
田ジャーナリズム大賞「草の根民主主義部
門」。第19回新聞労連ジャーナリズム大賞優秀賞。

　ママのおなかのなかは、あた
たかくてきもちいいなぁ…でも
もうすぐそとのせかいにでなく
てはいけない。どんな“かぞ
く”にうまれるのかなぁ…。そ
うしてたまごちゃんは、いろいろな“かぞくに”あうためにた
びにでます。“かぞく”ってなぁに？をテーマに、イタリアで
話題の絵本。

情報ライブラリー所蔵の映画や、女性監督作品、
話題の映画などを紹介します。

　朝鮮戦争時代にアメリカ空軍のパイロットとして日本に赴
任したリチャードとめぐり会い、ルイジアナ州バトンルー
ジュへと海を渡ったユキエ。この町にきて四十余年が経ち、
息子たちも成長して家を離れ、ユキエとリチャードの穏やか
で静かな日々が続いていた。しかし、そのような日常生活の
中で、アルツハイマーという難病がユキエの心を徐々に蝕ん
でいった。
　妻にアルツハイマーが進行したとき、夫はどうするのだろ
うか。「スロー・グッバイ」（ゆるやかな別離）、それは、
少しずつ、ゆっくりと家族を忘れ、自分を忘れてゆくこと。

これは妻を励まし真に愛し続ける夫と、寂しい笑顔をときに
見せながらも、その症状を自覚し、薄れゆく記憶と懸命に闘
う妻の物語である。
　「折り梅」「レオニー」「何を怖れる」を世に送り出した
松井久子さんの記念すべき第１回監督作品である。

ユキエ	 1997年　日本

パルティ研修室301にて上映します！
日時：平成27年9月27日（日）13：30～
ドリンクチケット　500円（コーヒー・紅茶）
連絡先：ぐる～ぷ・もみの木　落合初枝
☎：028-648-3043
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座
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内

27

　男性も女性も生涯を通して変化していく、カラダとコ
コロ。それぞれのホルモンの働きやエイジングを知って、年を重ね
ても毎日をハッピーに過ごすためのヒントを掴んでみませんか？
●開催日・テーマ・講師
　1/30（土）じぶんらしく輝ける毎日を！
　　　　　　　　　　　 〜女と男のカラダとココロの事情〜
　株式会社ジェンダーメディカルリサーチ代表取締役社長、薬剤師　宮原　富士子
●時　　間：13：30〜15：30
●対　　象：どなたでも（夫婦、家族等での参加も可）　
●定　　員：200名（申込先着順）
●受 講 料：無料
●申込締切：1/29（金）
●保育締切：1/15（金）

生涯を通じた女性の健康を考える講座

　暮らしを楽しむオトコになろう！
●開催日時・テーマ・講師
①11/28(土)13：30〜15：30
　オトコの時短家事〜誰も教えてくれなかった、パパが家事する本当の意味〜
　NPO法人tadaima!　代表理事　三木　智有
②12/６(日)11：00〜14：00
　オトコの料理でおもてなし！〜プロに学ぶクリスマスコース〜
　オトワレストラン　オーナーシェフ　音羽　和紀
●対　　象：男性（①のみ夫婦での受講可）
●定　　員：30名
●受 講 料：無料（②のみ別途材料費2,000円かかります）
●申込締切：11/13（金）※保育締切同日
※連続講座のため、全２回出席できる方を優先とします。

しあわせをよぶ！
オトコのための家事テク講座（全２回）

　同じ悩みを持つ人に“会いたい”“聞きたい”“話したい”とい
う方たちの集まりです。
●開催日・テーマ
① ９/19（土）　不妊に悩む女性
②10/15（木）　治療をやめた女性とやめようか悩んでいる女性
③11/19（木）　二人目以降の不妊に悩む女性
④12/19（土）　流産に悩む女性
⑤ １/21（木）　不妊に悩む女性
⑥ ２/20（土）　治療をやめた女性とやめようか悩んでいる女性

進行：不妊専門相談センター相談員
①②④⑤⑥は13：30〜15：30
③は10：00〜12：00
●対　　象：不妊・流産に関連した悩みを持つ女性
●定　　員：10名程度
●受 講 料：無料
●申込締切：各開催日前日
※  お申込みは栃木県不妊専門相談センター028-665-8099まで

お願いします。

不妊専門相談センター「おしゃべりサロン」

　栃木県では、働く女性がいきいきと輝いて活躍できるよ
う、昨年に引き続き、プロジェクトを実施します。今年は、女性活躍
ネットワーク事業などの新規事業を追加して９事業を展開していきま
す。プロジェクトの集大成として、下記のとおり報告会を開催します。
●開 催 日：11/12（木）
●時　　間：13：00〜13：30
●対　　象：企業・自治体・団体等で働く女性（男性も可）
●定　　員：先着150名（申込先着順）
●主　　催：栃木県とちぎ男女共同参画センタ−

ＴＯＣＨＩＧＩで輝く☆
「働くウーマン」プロジェクト2015報告会

　情報を読み解く力は、恋愛を、人生を、もっと豊かな
ものにします。歪んだ性情報に惑わされず、お互いを尊重する、
暴力のない豊かで素敵な関係を目指して・・・。
　家族、恋人、お友達同士で、一緒に考えてみませんか？
●開催日・講師
　11/14（土）
　メディアジャーナリスト／慶応義塾大学SFC研究所上席所員　渡辺　真由子
●時　　間：13：30〜15：00
●対　　象：どなたでも
●定　　員：150名（申込先着順）※定員になり次第締切
●受 講 料：無料
●申込締切：11/13（金）　
●保育締切：10/30（金）
●11月12日〜25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。

女性への暴力を考える講演会
私たちをとりまく性情報〜それって本当に恋愛ですか？〜

　これまで十分に活躍の場を与えられてこなかった女性が、能力を適切に
発揮し、評価される社会を実現することは不可欠なのです。
　このフォーラムでは、第一線で活躍されている女性リーダーより、キャ
リアアップに対する高いモチベーション保持とキャリア形成の工夫、ネッ
トワ−クづくりへの熱い想いとメッセージを語っていただきます。
●開催内容
　11/12（木）
　①基調講演　13：40〜14：40
　　女性はもっと活躍できる！
　　　講師：（公財）21世紀職業財団会長　岩田　喜美枝
　②パネルディスカッション　14：50〜15：50
　　栃木で輝くためのSUGGESTION（提案）
　　　コーディネーター兼パネリスト：岩田　喜美枝
　　　パネリスト：㈱下野新聞社教育支援部長　岩村　由紀乃
　　　　　　　　　キリンビールマーケティング㈱栃木支社長　神元　佳子
　　　　　　　　　森山産業㈱理事　仲澤　佳子
　③交 流 会　16：00〜17：00
●対　　象：企業・自治体・団体等で働く女性（男性も可）
　※③交流会のみ女性限定（参加費一人５００円）
●定　　員：先着150名（申込先着順）
●主　　催：  公益財団法人21世紀職業財団
　　　　　  栃木県とちぎ男女共同参画センタ−

栃木県男女共同参画フォーラム2015
女性が輝けば とちぎが輝く
明日のビジネスを担う女性たちの交流会in栃木

8月1日（土）9：00〜　受付スタート

お申込み・お問合わせは…
電話・FAX・ホームページ、または直接ご来館にて。
ホームページ　http://www.parti.jp/

P14
の講座

県とちぎ男女共同参画センター
TEL028-665-8323
FAX028-665-8325

P15
の講座

（公財）とちぎ男女共同参画財団
TEL028-665-7706
FAX028-665-7722
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　夫婦・親子・家族の問題から、こころもからだも楽になろう！
●開催日・テーマ・内容（座学とワークショップ）
①９/４（金）家族の中のMaking Peace
　キレない、タメない、コモらない　家族ケア講座〜女性と子ども問題の視
点から
②９/５（土）私の中のMaking Peace
　オレない、ヘタらない、ツブれない　こころの手あて講座〜共に元気にな
る支援を目指して
　講師　NPO法人 TEENSPOS代表　思春期・家族カウンセラー　八卷　香織
●時　　間：10：00〜16：00
●対　　象：20歳以上、どなたでも（ご家族や親しい方との参加はご遠慮ください）
●定　　員：20名　　●受講料：2,000円（別途教材費1,300円）
●申込締切：８/4（火）

　ＤＶ・ハラスメントなどのこころの傷つき（暴力の様々な形態、トラウマの対処法、
人との境界線、より良いコミュニケーションの方法、家族や自尊心など）について考え学びます。
●開催日・内容・講師 ※①〜④は前期実施
　⑤ ８/27（木）トラウマに対応するツール
　⑥ ９/24（木）傷つきによる喪失とグリーフ
　⑦10/８（木）境界線
　⑧11/12（木）コミュニケーション
　⑨12/10（木）パートナーシップ
　⑩１/14（木）Ｂさん（加害者）とは
　⑪ １/28（木）育った環境・子どもへの暴力の影響　
　⑫ ２/25（木）自尊心
認定NPO法人ウイメンズハウスとちぎ　カウンセラー　藤平　裕子
●時　　間：10：00〜12：00　●対　　象：女性
●定　　員：10名　●受 講 料：各回500円
●申込締切：各回先着順
●保育申込締切：各回３週間前まで

　探そう！創ろう！〜私らしい働き方〜
　とちぎで活躍する4人の女性起業家達。彼女たちの起業へのプロセスと働き
方から、新しい生き方・働き方について考えてみよう
●開催日・内容・講師
1/23（土）県内の女性起業家による体験談発表
　　　　　 パネルディスカッション
　　　　　 女性起業家・支援者を交えての交流会
　コーディネーター
　　　C．K．コンサルティング＆コーチング　代表　近藤　千園
　他、県内で活躍する女性起業家３名
●時　　間：13：00〜16：00
●対　　象：どなたでも　●定員：30名　●受講料：1,000円
●申込締切：12/18（金)

　仕事のモヤモヤ、自分の頭と心を整理してスッキリしましょう。
　元気に働くコツを学びます！
●開催日・内容・講師
①12/5(土)
　  【自分のキャリアの棚卸】時間・人脈・キャリアの整理を行い、自分自身の

価値観や悩ませている物事を整理
②12/12(土)
　  【アクションプラン（マインドマップ）の作成】なりたい自分・目標・夢を

描く。目標達成に至るためのマインドマップを作成
　マインドマップシニアインストラクター　 安田　真知子
●時　　間：10：00〜15：00　　●対象：2日間とも受講可能な女性
●定　　員：25名　　●講座料：4,000円
●申込締切：11/５（木）
※マインドマップとは、思考を図式化しアイデアを具現化する発想法のことです。

　「終活」ってどんなこと？何から考えたらいいの？家族、パート
ナー、そして自分との別れ方…。まずは知ることからはじめてみましょう。
●開催日・講師・テーマ
　①10/15（木）　②10/22（木）
　行政書士　社会保険労務士　NPO法人エンディングサポートセンターコス
モス副理事長　深見　史
　１.女性のための「終活」　２.遺言の種類と効力　３.必ず話しておこう　葬
儀、墓、相続　４.介護と終末医療　５.おひとりさまの終活
●時　　間：10：00〜12：00
●対　　象：女性　　●定員：30名　　●受講料：2,000円
●申込締切：９/15（火）
テーマは「自分らしくこれからを生きて、自分らしい終わりを迎えるために」です。

　エクセルを今よりもっと使いこなして、キャリアアップ！
●開催日・講師・内容
①10/３（土）　②10/10（土）　パソコンインストラクター
関数の利用、データベース基礎、２軸のグラフなど
●時　　間：10：00〜15：00
●対　　象：  エクセルで四則演算、SUM関数、簡単な表やグラフ作成

を日常的に使用している方
●定　　員：20名　●受 講 料：5,000円（別途教材費）
●申込締切：9/3（木）
※研修環境　Windows7、Office2010

　離職期間をブランク、主婦歴をマイナスにしないための準備術
を学びましょう！
●開催日・内容・講師
①11/6（金） じぶん再発見！ライフプランと適職を考える
 彩ライフデザイン研究所代表　川鍋　節子
②11/13（金） 知りたい！子育てと仕事の両立
 ハローワーク宇都宮駅前プラザ　マザーズコーナー　藤浦　智子
●時　　間：10：00〜12：00
●対　　象：子育て中で再就職を考えている女性
●定　　員：20名　　●受講料：500円
●申込締切：10/6（火）
※雇用保険受給対象の講座とみなされます。雇用保険受給資格者証をご持参ください。

　わかりやすく、たのしく、あたたかい！ 気持ちスッキリ伝える
レッスン
●開催日・講師
①1/16（土）　②1/17（日）
　講師：NPO法人 TEENSPOST代表　思春期・家族カウンセラー　八卷　香織
●時　　間：10：00〜16：00
●対　　象：２日間とも受講可能な方（家族での参加は不可）
●定　　員：30名　　●受講料：4,000円（別途教材費1,620円）
●申込締切：12/10（木）
※  アサーティブとは、自分と相手とお互いの権利を尊重し、シンプルに誠実に伝えあ

うことで、対等なコミュニケーションをつくる自己信頼にもとづく自己表現です。

　身近な食材で手軽な料理、舌つづみと共に気軽な語らいを。料理
の楽しさを体験してみませんか！
●開催日・内容・講師
①10/17（土）和食の基本　料理研究家　矢口　英子
②10/31（土）懐かしのナポリタン　マ・マーマカロニ㈱
③11/14（土）栃木のプレミアム食材を使って　料理研究家　臼居　芳美
④11/28（土）奄美の香り　奄美観光大使・料理研究家　佐久間　靖子
⑤12/12（土）師走は手打そば　いろりの会　横松　精二
●時　　間：10：00〜14：00
●対　　象：男性　●定　　員：25名
●受 講 料：3,000円（別途材料費3,000円　※全５回分）
●申込締切：9/17（木）

　プレゼンで大活躍！基礎から学ぶパワーポイント実践講座です。
●開催日・講師・内容
①11/7（土）　②11/14（土）　パソコンインストラクター
　パワーポイントの基礎から作成方法まで。アニメーション機能などの
特殊効果を使い、わかりやすいプレゼンテーション資料作成など。
●時　　間：10：00〜15：00
●対　　象：ワードの基本操作ができる方（パワーポイント未経験者可）
●定　　員：20名　●受講料：5,000円（別途教材費)
●申込締切：10/7（水）
※研修環境　Windows7、Office2010

家族ケアプログラム
〜当事者、家族、支援者、みんなのためのセルフケア（全2日） 女性のための　こころのケア講座（全12回）

女性の起業応援サロン
〜私が創る、私らしい働き方〜

パルティキャリア塾
右脳も左脳もフル活用！マインドマップでわたしマネジメント（全２回）

女性のための終活セミナー(全２回)

キャリアアップ支援セミナー　仕事に役立つパソコン講座
〜エクセル活用術〜（全２回）

ママのための再就活セミナー
不安がやる気に変わる！（全２回）

アサーティブ・トレーニング講座（全2回）

男の生活工房
〜作って食べて暖話して〜（全５回）

キャリアアップ支援セミナー　仕事に役立つパソコン講座
〜パワーポイント〜(全２回)

※  上記は講座内容の抜粋です。詳しい講座内容については、パルティ・公共機関で配布している「講座案内（A3サイズ）」や各講座チラシでご確認くだ
さい。（ホームページでもご覧になれます）
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開 館 時 間／9：00～21：00（日曜日は17：00まで）
休　館　日／毎週月曜日
 国民の祝日
 12月29日～1月3日
施設のご利用／会議・イベント等にご利用ください（有料）
利用お申込み／窓口受付時間9：00～17：00
 ホームページで各研修室等の予約状況をご覧いただけます。
 （閲覧のみ）

情報誌のご意見・ご感想をお寄せください。
編集・発行／公益財団法人とちぎ男女共同参画財団
　　　　　　　〒320-0071　宇都宮市野沢町４番地１
 TEL.028-665-7700㈹　FAX.028-665-7722
U 　 R 　 L／http://www.parti.jp/
表 紙 作 者／よしこS

さ ん

UN
印　　　　刷／株式会社井上総合印刷

インフォメーション

楽しいイベントもりだくさん！
フェスタin パルティ 2015
11月21日（土）10：00〜15：30

壬生町男女共同参画
講演会

栃木県名誉農業士の 御子貝 荒江 さんが
「男女共同参画社会づくり功労者内閣
総理大臣表彰」を受賞！

ウイメンズハウスとちぎ20周年事業
「それでも女たちは生きていく」

真岡市男女共同参画
社会づくり講演会
〜   マスオさんの男女共同

参画のすすめ〜

今年のテーマは
「みつけよう！今の私にできること 〜一人ひとり
が　しあわせな未来へ」
女性の活躍推進や男性の地域・家庭への参画をすすめ
る企画の出展や、グループや団体による楽しいワーク
ショップ、展示・体験、雑貨や農産物の販売などが行わ
れます。ご家族・お友達をお誘いあわせのうえ、ぜひお
越しください。（入場無料・申込不要)

●テーマ：
　『「話し方、食べ方、笑顔で10歳
若返る」〜めざせ！老若男女
共同参画社会〜』

●日　時：
　平成27年11月29日（日）
　13：30〜16：00（開場　13：00）
●会　場：城址公園ホール（壬生中央公民館）

大ホール
●講　師：村

むら

松
まつ

　真
ま

貴
き

子
こ

　　　　（元NHKキャスター、食生活・教育
ジャーナリスト、エッセイスト）

●対象者：一般（どなたでも）
●参加費：無料
※託児サービス（要予約）、手話通訳を実施します
●お問合せ：壬生町教育委員会事務局　生涯学習課
　　　　　TEL：0282-81-1873

　県女性農業士会会長として、地域農
業の振興と農村社会における男女共同
参画の社会づくりに大きく貢献された
ことなどが評価され、「男女共同参画
社会づくり功労者」に選ばれました。
　平成27年度は全国で11名が表彰さ
れ、本県では平成20年度以来5人目の
受賞となりました。

●日　時：平成28年２月20日(土)　※時間未定
●主　催：認定NPO法人ウイメンズハウスとちぎ
●会　場：パルティとちぎ男女共同参画センターホール
●内　容：
　ウイメンズハウスが20年間見てきた「女性への暴力」は一人
ひとりに理不尽な物語がある。彼女たちの物語は、多くの声
を上げることのできない世界中の女たちの現実に重なる。私
たちはまた、歩き続けるために「女性への暴力」の問題を見
据えたい。
●対象者：どなたでも
●参加費：1,000円
●お問合せ：認定NPO法人ウイメンズハウスとちぎ
　　　　　電話028-621-9993

▲６月24日、総理大臣官邸
での表彰式

▲７月14日、福田知事に
受賞報告(右から2人目）

●日　時：
　平成27年11月29日（日）
　18：30〜20：30（開場　18：00）
●会　場：真岡市民会館大ホール
●講　師：増

ます

岡
おか

　弘
ひろし
（俳優・声優）

●対象者：一般（どなたでも）
●参加費：無料
●お問合せ：
　真岡市　教育委員会　生涯学習課
　TEL／FAX　0285-82-7151／0285-83-4070

　「ウイメンズハウスとちぎ」が、栃木
県経済同友会から社会貢献活動賞を授与
されました。これは、平成８年の設立以
来、DV被害者に寄り添い支援を行ってき
た多大な功績を称えるものです。おめで
とうございます！！


